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株式会社リープスアンドバウンズの株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社リープスアンドバウンズ（以下「リープスアンド

バウンズ」）の株式を全株取得し、子会社化することについて決議いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

本件株式取得は、平成 26 年５月 12 日に発表した中期経営計画“Value Innovation 123”の重点施

策である「中核事業の高収益化」「海外事業の強化・新規事業の拡大」の実行を通じて、企業価値拡

大を図るものであります。 

記 

１.株式取得の理由 

リープスアンドバウンズは、平成 12 年設立の海外ブランド事業を展開するカジュアルウェア、か

ばん・袋物製造販売会社です。 

ミラノを拠点としたトータルファッションブランド「TATRAS（タトラス）」や「SOLIDO（ソ

リード）」を基幹ブランドとし、セレクトショップや百貨店への販売、また欧州市場へも参入して

います。 

とくに「TATRAS」は、ハイエンドのキルトダウンジャケットに強みがあり、世界的にも高品質

で知られるポーランド産のホワイトグースを使用しています。オリジナルの素材開発にこだわりを

持ち「機能的」「洗練された」「唯一無二」という３つの普遍的テーマを生かした造形美を追及し

ています。（http://www.tatras-japan.com/） 

また、ヨーロッパを中心とした世界の上質なアイテムを取り揃えた高感度なセレクトショップ

「STRADA EST（ストラダエスト）」の運営も行っています。（http://www.strada-est.com/） 

当社は、リープスアンドバウンズの子会社化により、同社が有している国内外での販売ネットワ

ークを活用し、海外事業およびブランド事業の拡大を図ってまいります。また、高付加価値素材の

開発やヨーロッパでの衣料品生産基盤を共有することでシナジー効果が生じるものと考えており、

本件は当社グループの企業価値拡大に資するものであります。 



２．異動する子会社（リープスアンドバウンズ）の概要 

（１）名 称 株式会社リープスアンドバウンズ 

（２）所 在 地 東京都渋谷区東 2-14-13 leaf east 2F 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 坂尾 正中 

（４）事 業 内 容 カジュアルウェア、かばん・袋物製造販売会社 

（５）資 本 金 10 百万円 

（６）設 立 年 月 日 平成 12 年 11 月 7 日 

（７）大株主および持ち株比率 坂尾 正中（100％） 

（８）上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 当社との取引額は当社売上高の 1％未満であります。 

（９）当該会社の経営成績 

お よ び 財 政 状 態 

（平成 25 年８月期末） 

売上高 1,680 百万円 

純資産 82百万円 

総資産 888 百万円 

３．株式取得の相手先の概要 

（１）氏 名 坂尾 正中 

（２）住 所 東京都世田谷区 

（３）上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 

当社と当該個人との間には、記載すべき資本関係・人的関係・取引関係

はありません。また、当社の関係者および関係会社と当該個人ならびに

当該個人の関係者および関係会社の間には、特筆すべき資本関係・人的

関係・取引関係はありません。 

４.取得株式数および取得前後の所有株式の状況 

（１）異動前の所有株式数 －株（議決権の数：－個、議決権所有割合－％） 

（２）取 得 株 式 数 180 株（議決権の数：180 個） 

（３）異動後の所有株式数 180 株（議決権の数：180 個、議決権所有割合 100％） 

（注）取得価額につきましては株式取得の相手先の強い意向により非開示とさせていただきます。 

なお、取得価額は当社の連結純資産の 15％未満であります。 

５.日程 

（１）取 締 役 会 決 議 日 平成 26 年８月 11 日 

（２）契 約 締 結 日 平成 26 年８月 11 日 

（３）株 式 譲 渡 実 行 日 平成 26 年８月 11 日 

６.今後の見通し 

本件によりリープスアンドバウンズが当社の連結子会社となることとなりますが、業績に与える影響に

ついては現在精査中であり、適時開示が必要になった場合には速やかにお知らせいたします。 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 26 年５月 12 日公表分）および前期連結実績      （単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 27 年３月期）
120,000 3,300 3,200 2,050

前期連結実績 

（平成 26 年３月期）
120,010 1,676 2,430 1,232

以上 


